
 医学系研究科長 殿

 専門分野名 糖尿病・内分泌内科学 

 氏名
ふりがな

 鶴舞
つるまい

 花子
は な こ

 印 

学 位 申 請 書

  名古屋大学学位規程第２条の規定により、関係書類を添え申請いたします。

指導教員

承 認 印 印 
 受 付 年 月 日

   受 付 番 号

年 月 日

  第 号

様式及び記入例

例
※申請当日の年月日

○○○○年〇〇月〇〇日

2013年度以降入学者は全員、

総合医学専攻です。
２０１７年度入学
専攻名 総合医学専攻

㊞印印 

㊞印印 
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学位報告5 ※事務記入欄
別紙５－１

　　　　　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日1978  年 4  月 24  日 性別 女

【住 所】　 

【電 話】 【携 帯】

【Email】　 

2021  年 3  月 25  日

履　　歴　　書

氏　　　　名※１

ふ り が な

学位取得後の連絡先

現住所

つるまい　はなこ

鶴舞　花子

名古屋市昭和区〇〇町１－２－３

姓(Surname)　        名(Given name)       (Middle name)

愛知県

TSURUMAI　  Hanako

生年月日
（西暦で記入）

本　籍　地
（外国籍は国籍を記入）

氏　　　　名
（英字：Block capital）※１、３

Significant association of urokinase plasminogen activator
Pro141Leu with serum lipid profiles in a Japanese population

授与年月日

学位記番号

報告番号 　　第　 　　号

　　第　 　　号

　年　　　　月　　　　日

※５　リーディングプログラム修了（予定）者のみ記入すること。

※２　学位記氏名に外字（旧字体、異体字等）が使用されている場合は「あり」、なければ「なし」にチェックをして
        ください。

日本人の一集団におけるウロキナーゼ型プラスミノーゲン
アクチベーター多型Pro141Leuと血清脂質特性との有意な関連

博士（　　　　医学　　　　　）

※１　学位記は本履歴書に記載された氏名表記に基づいて作成します。わかりやすく明確に記入すること。

※４　論文題目が外国語の場合は、日本語訳を必ず記入すること。論文題目が日本語の場合で、
         研究科の指示がある場合は、英語訳を記入すること。

※３　英字氏名は、姓のみ全て大文字、後は最初の１字が大文字で残りを小文字で書くこと。

プログラム名　※５

学位の種類

学位論文題目翻訳　※４

名古屋市昭和区〇〇町１－２－３

○○○＠△△△△.××.jp

外字の
有無
※２

医学系研究科

090-○○○-△△△052-○○○-△△△

所属専攻名
（論文博士は記入不要）

所属研究科名
（論文博士は論文提出研究科名）

総合医学専攻

学位論文題目

修了（予定）または満期
退学年月日
（論文博士は記入不要）

修了

あり

なし

戸籍抄本の氏名　旧字体に注意
留学生は自国で発行された卒業証明書の
とおり記載すること
全ての書類で同じ表記にすること

姓は全て大文字 名は最初の１文字のみ大文字

プルダウン
プルダウン

プルダウン

自宅住所

2013年度以降の入学者は全員、総合医学専攻

修了、短縮修了、満期退学をプルダウンより
選択

大文字・小文字の使い分け、イタリック、スペース等を原著に揃える

主論文の要旨の日本語訳と同題目にしてください。

プルダウン
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学位報告5

別紙５－２

報告番号※事務記入欄 　第　　　 　　　号

氏　　　名 鶴舞　花子

学歴（大学卒業以降、すべて記入すること）すべて西暦で記入してください。

2011年3月25日

2011年6月1日

2013年3月31日

2017年4月1日

2021年3月25日

名古屋大学医学部医学科卒業

大垣市民病院にて研修開始 学部卒業後の２年間の研修期間

同修了

名古屋大学大学院医学系研究科博士課程総合医学専攻入学

同修了見込　　2013年度以降入学者は全員、総合医学専攻です。

研究歴

2013年4月1日

2014年3月31日

名古屋大学医学部研究生入学　

同終了　　※留学生は名古屋大学大学院医学系研究科大学院研究生入学

職歴

2013年4月1日

2014年3月31日

2014年4月1日

2018年3月31日

2018年4月1日

大垣市民病院勤務

同退職

社会保険中京病院勤務

同退職

名古屋大学医学部附属病院勤務

現在に至る

→31日卒業の
　大学は殆ど
　ないため
　卒業証明書
　などで必ず
　ご確認くだ
　さい。

研究生として在学したことのある方は研究歴に記載してください。

今現在までの職歴（常勤のみ）を全て記載してください。
勤務先の機関名(会社名、病院名など)勤務　としてください。
部、課、科や役職は不要です。

→
２年間の研修
期間の続き
から記載して
ください。
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論 文 目 録

 報 告 番 号 ※ 甲 第  号  氏 名  鶴舞 花子 

主 論 文 
題 目                                                      冊 

Significant association of urokinase plasminogen activator Pro141Leu with 

serum lipid profiles in a Japanese population 

  （日本人の一集団におけるウロキナーゼ型プラスミノーゲンアクチベーター多型Pro141Leu 

と血清脂質特性との有意な関連） 

Gene Therapy 5巻3号 2021年2月掲載予定 8枚

  （既に印刷公表したものについては、その方法及び年月日、未公表のものについては、  

 公表の方法及び時期を記入すること） 

  副 論 文 

題 目  冊 

（ 同 上 ） 

参 考 論 文 

題 目                                                          冊 

Low-dose granulocyte colony-sitmulating factor enables the efficient collection of  

peripheral blood stem cells after disease-oriented, conventional-dose chemotherapy 

for breast cancer, malignant lymphoma and germ cell tumor  

（低用量の顆粒球コロニー刺激因子は、乳癌、悪性リンパ腫および胚細胞腫瘍に対する 

疾患志向の通常量の化学療法後の十分量の末梢血幹細胞採取を可能にする) 

Bone Marrow Transplantation 15巻1号 2020年3月発行

（ 同 上 ） 

（ 同 上 ）

大文字・小文字の使い分け、イタリック、スペース等を原著に揃える。

主論文の要旨の日本語訳と同題目にしてください。

・投稿原稿の場合、又は最終形が出版で
あるがWeb掲載段階の場合⇒ 掲載予定

・最終形がWeb版でWeb掲載されている
場合⇒掲載

・既に出版されている場合⇒発行

・投稿原稿の場合は投稿原稿、又は最終形が
出版の場合のWeb掲載論文を片面印刷した時
の用紙の枚数（図表等を含む）

・Web版が最終形でWeb掲載されている場合、
もしくは出版されている場合は枚数の
記入は不要

研究内容が主論文と直接関係あるもの

研究内容が主論文と直接関係がないもの

英文雑誌の場合は西暦で
和文雑誌の場合は元号で記入  
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※様式を崩さず入力してください。  

 

論文提出者の履歴表（課程）  

 

 

［予備審査２０２０年  ６月終了］  

 研究発表会の年月を記入してください。数字は全角。  

            ルビでふりがな  

１．氏名    鶴舞
つるまい

 花子
は な こ

 （１９７７年  ４月２４日生）  

※数字は全角、 1桁の場合は全角スペース。  

入学年度のシラバスで確認してください。  

２．専攻    総合医学専攻 2013年度以降入学者は全員、総合医学専攻です。  

病態内科学講座  糖尿病・内分泌内科学  

 

 

３．論文題目および著者名英文タイトルの大文字・小文字の使い分け、  

イタリック、スペース等を原著に揃えてください。  

Signi f icant associat ion of urokinase plasminogen activator  Pro141Leu with serum  

l ip id profi les in a Japanese populat ion 

主論文の要旨の日本語訳と一致させてください。  

（日本人の一集団におけるウロキナーゼ型プラスミノーゲンアクチベーター多型  

Pro141Leu と血清脂質特性との有意な関連）  

全角ｽﾍﾟｰｽ 読点     ※漢字氏名がある場合は漢字。  

鶴舞  花子、学務  次郎、李  梅花、名古屋  三郎、ジェームス  シー  スミス、 

名大 -愛知  桜子                 ※英字氏名の場合はカタカナ  

※論文で新姓・旧姓を記載している場合はその通りに記載。  (ミドルネーム含む )  

 

４．公表   Gene Therapy 5巻 3号  2021年 2月掲載予定  8枚  IF:4.196 

論文目録と一致させてください。数字は半角。       直近のｲﾝﾊﾟｸﾄﾌｧｸﾀｰの数値  

 

５．指導教授   ○○○○原則、指導教授氏名 (教授または代理教授不在の場合は  

准教授または特命教授氏名 ) 氏名の姓と名の間は詰めてください。（姓または名が  

１文字の場合のみ、姓と名の間に全角スペース。例：○○  ○、○  ○○○など） 

６．審査委員  （主）○○○○  ○○○○  ○○○○  

教授氏名と教授氏名の間は全角スペース。  

              氏名の姓と名の書き方は 5.と同じです。  

７．備考     ２０１７年  ４月  １日入学  

２０２１年  ３月２５日修了見込  

（休学期間：なし）数字は全角、 1桁の場合は全角スペース。  
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記入例

主論文の要旨 

Significant association of urokinase plasminogen
 activator Pro141Leu with serum lipid profiles in a            

　Japanese population 
※ 英文タイトルの大文字・小文字の使い分け、イタリック、スペース等を原著に揃える

日本人の一集団におけるウロキナーゼ型プラスミノー
ゲンアクチベーター多型Pro141Leuと血清脂質特性との

有意な関連

名古屋大学大学院医学系研究科 総合医学専攻 
病態内科学講座 糖尿病・内分泌内科学分野

（指導：○○　○○ 教授）

鶴舞 花子 ←戸籍抄本の氏名　旧字体に注意

留学生は自国で発行された卒業証明書
のとおり記載のこと

原則、指導教授(教授、または　
代理教授。不在の場合は准教授 →
または特命教授)

※ 全ての書類の日本語訳について、こちらと同題目にしてください。

2013年度以降の入学者は全員、総合医学専攻です。

専攻名、講座名、分野名は入学年度のシラバスで確認してください。
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論文のインターネット公表について

• 2013年3月25日以降学位論文は、インターネットでの公表
が義務づけられています。

・ 別紙6の提出は全員必須です。

• ジャーナル等への著作権の確認は申請者に行っていただきます。

• 確認事項は、学位取得にあたり名古屋大学リポジトリに学位論文を登録
して全文をインターネットにて公表が可能であるか。
可能でない場合は特定の日以降に公表が可能であるか。
その場合は公表可能日はいつか。

公表の可否に関わらず、ジャーナルにおける裏付となる根拠書類を
添付すること。

• 期限日以降に公表可能な場合は、別紙6に公表日を記入すること。

なお、上記手続きを行わない場合は学位論文の受理申請を受けつけま
せん。

参考サイト：名古屋大学附属図書館 

  http://www.nul.nagoya-u.ac.jp/ 
  http://www.nul.nagoya-u.ac.jp/hakuron/copyright.html 

根拠省令 

学位規則 

 （1953年4月1日文部省令第九号） 

最終改正：2013年3月11日文部科学省令第五号 

第9条 

007



博士学位授与申請者 各位 

「博士論文」のインターネット公表確認書の提出について（依頼） 

学位規則（1953年4月1日文部省令第九号）では，博士の学位を授与された者は，大学
院における教育研究成果の電子化及びオープンアクセスの推進の観点から，博士論文につ

いてインターネットを利用して公表することになっております。 

しかしながら，やむを得ない特別な事由があると大学の承認を受けた場合には，インタ 
ーネットでの公表を，当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることができ

ます。ただし，この場合であっても，その論文の全文を求めに応じて閲覧に供する必要が

あります。 

ついては，博士学位授与後に論文全体をインターネット利用により公表することについ

て，別紙６「博士論文のインターネット公表確認書」の選択肢（【全文の公表が可能】，

【全文の公表の保留を希望】，【要約の公表を希望】（全文の公表ができない場合））の

いずれかの□にレ点チェックの上，博士学位授与申請に併せて提出くださるようお願いし

ます。 

＜留意事項＞ 

① 審査を行った研究科がやむを得ない事由があると認めた場合は，博士論文の全

文に代えてその内容を要約したものを名古屋大学学術機関リポジトリの利用により

公表することになります。 

  なお，出版刊行や学術ジャーナル等への掲載により公表に制約がかかる場合にあっ

ては，公表が制約される時期が経過後に博士論文の全文を公表することになります。 

② 博士論文の全文をインターネットで公表しない場合，又は，一定の期間を非公開

とする場合であっても閲覧に供する必要があります。本学では，博士論文の電子デ

ータをもって本学附属図書館窓口にて閲覧に供することになります。 

また，国立国会図書館でも利用に供されます。 

③ 学術ジャーナルへの掲載又は出版刊行等のため，インターネットでの公表に際し著

作権処理が必要になる場合は，各自，適切に処理してください。 
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別紙６ 

※作成にあたっては、裏面の「作成の際の注意事項」を参照すること。 

博士論文のインターネット公表確認書 

     2020 年 11 月21日 

名古屋大学大学院 医学系研究科長     殿                                   ※申請当日の年月日 

学位の区分 課程 研究科・専攻 医学系研究科・総合医学専攻 

学 位 授 与 

予 定 日 
2021年 3月25日 

ふりがな  

氏   名 

つるまい はなこ 

鶴舞 花子  

☐【全文の公表が可能】 
提出した博士論文（全文）について，公表することに問題はありません。 

※全文の公表にあたり，出版社等から，例えば論文の体裁を変更する等の条件の指定がある場合は， 

その内容が分かる書類を併せて提出してください。 

☐【全文の公表の保留を希望】 ※ 保留期間中は要約を公表 
提出した博士論文（全文）について，下記事由のため，インターネット公表の保留を希望し，保留期間中は 

要約を公表します。なお，下記事由の消滅等に伴う所定の届出書（様式：別紙７）については，自動的に公表と 

なる場合を除き必ず提出いたします。 

項 目 事          由 
様式:別紙７ 

の提出時期 

 

☐図書出版 

 

☐出版済み。出版社の著作権ポリシーを確認した結果，(   年  月  日)ま

で公表することができない。 

提出不要・ 

自動的に公表 

☐出版予定(   年  月予定)で，出版社の著作権ポリシーを確認した結果，

(出版後・   年  月  日)まで公表することができない。 

公表可能日 

（直後） 

☐出版予定(平成  年  月予定)で，出版社の著作権ポリシーを確認すること

ができない。 

出版予定日 

又は出版日 

（直後） 

☐学術ジャー

ナル等への掲

載 

☐掲載済み。出版社等の著作権ポリシーを確認した結果，(   年  月  日)

まで公表することができない。 

提出不要・ 

自動的に公表 

☐掲載予定(   年  月予定)で，出版社等の著作権ポリシーを確認した結

果，(掲載後・  年  月  日)まで公表することができない。 

公表可能日 

（直後） 

☐掲載予定(  年  月予定)で，出版社等の著作権ポリシーを確認することが

できない。 

掲載予定日 

又は掲載日 

（直後） 

☐特許・実用

新案出願 

☐特許出願予定又は審査中（出願公開前） 出願（予定）：   年  月 
出願公開日 

（直後） 

☐実用新案出願予定又は審査中  出願（予定）：   年  月 
登録日 

（直後） 

☐その他 

（具体的な事由を記載） 

 事由の消滅日 

☑【要約の公表を希望】（全文の公表ができない場合） 

提出した博士論文（全文）について，下記事由のため，インターネット公表はできませんので，要約での公表を 

希望します。 

（具体的な事由を記載してください）出版社等の著作権ポリシーを確認した結果、アクセプト原稿であれば出版の6ヵ月後に公表

可能であるが、最終出版版である論文の全文公表は出来ない。本学位論文は最終出版版の論文であるため公表不可である。 

（記入例）・図書出版や学術ジャーナル等への掲載において，出版社等の著作権ポリシーを確認した結果，全文での公表ができない。 

(出版社等の著作権ポリシーを明記した書類の添付が必要) 

・博士論文が立体形状による表現等を含むためインターネットでの公表ができない。 

・秘匿すべき情報を含む又は公表することで重大な支障をきたす恐れがあるため。 
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作成の際の注意事項 

 

 博士学位授与後に論文全体をインターネット利用により公表することについて，表面の選

択肢（【全文の公表が可能】，【全文の公表の保留を希望】，【要約の公表を希望】（全

文の公表ができない場合））のいずれかの□にレ点チェックの上，博士学位授与申請に併

せて提出してください。 

 

 

＜留意事項＞ 

①   審査を行った研究科がやむを得ない事由があると認めた場合は，博士論文の全文に代え

てその内容を要約したものを名古屋大学学術機関リポジトリの利用により公表することに

なります。 

  なお，出版刊行や学術ジャーナル等への掲載により公表に制約がかかる場合にあって

は，公表が制約される時期が経過後に博士論文の全文を公表することになります。 

 

②   博士論文の全文をインターネットで公表しない場合，又は，一定の期間を非公開とする

場合であっても閲覧に供する必要があります。本学では，博士論文の電子データをもって

本学附属図書館窓口にて閲覧に供することになります。 

 また，国立国会図書館でも利用に供されます。 

 

③   学術ジャーナルへの掲載又は出版刊行等のため，インターネットでの公表に際し著作権

処理が必要になる場合は，各自，適切に処理してください。 
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別紙６ 外国の出版社に著作権許諾を聞く場合のメールの文章例 
(ジャーナルや出版社のＨＰにて、著作権に関するページが見当たらない場合) 

 

Dear Publisher, 
  
Thank you for publishing our article. We hope to use our ※article 
(publisher version PDF) as a thesis of ○○○(申請者氏名).  
Our government requests us to make a thesis available online to 
the public, if permission is obtained by the publisher.  
If this is against your policy, please let us know. We need a proof 
that the publisher declined the online release of our ※article 
(publisher version PDF). 
If you can set up an embargo of the online release, please let us 
know the date of embargo.  
 
Thank you. 
  
Sincerely, 
○○○(申請者氏名).  
 
 
 

※学位申請時のバージョンの論文について問い合わせてください。 
●manuscript(Word file of authored manuscript converted to PDF) 
                                ← PDF 化した著者最終原稿(Word 原稿)  
●article (publisher version PDF) ← レイアウトが整った出版社版 PDF 
                         レイアウトが整ったオンライン出版社版 PDF 
 
 学位論文は申請時点において最新の状態である必要があり、申請時のバージョンの論文が 
学位論文として図書館にリポジトリ登録されます。 
申請後、段階の進んだバージョンの論文に差し替えたり、申請時のバージョンから遡った 
バージョンの論文をリポジトリ登録することを不可とします。 

 
例）申請時の最新の状態が、Web 掲載のオンライン出版社版＝article(on line publisher 

version PDF)の場合、Word 原稿＝著者最終原稿(manuscript)を学位論文としたり、 
リポジトリ登録することはできません。 
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・著者最終原稿
（author proof)
・word原稿
・manuscript
・accepted author manuscript
・accepted version
・in press
・post print
・peer reviewed version

・オンライン出版社版
published online

・ジャーナル編集中pdf版
(巻・号等未定)

・corrected article
・online first
・e pub ahead of print
・in press

・ジャーナル編集済pdf版
(最終版)（冊子の出版がない雑誌）

・final article
・version of record 

・出版社版
・ジャーナル編集済pdf版

(最終版)（冊子掲載論文のpdf）

・final article
・final published version/pdf
・version of record 
・published Journal article
・publisher version/pdf

A B C

→ →

バージョン別カテゴリー
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学位論文のバージョンがカテゴリーＡの場合

カテゴリーAの
論文

という結果の場合

カテゴリーB,Ｃの
論文

という結果の場合

出版後、一定の
エンバーゴ期間が
経過すれば

カテゴリーAの
論文

という結果の場合

【全文の公表が可能】 【要約の公表を希望】
+  事由
( = 公表不可）

【要約の公表を希望】
+  事由
( = 公表不可）

【全文の公表の保留を希望】
→学術ジャーナル等への掲載
→掲載予定
（平成 年 月 日予定)で
・・・まで公表することが
できない。

別紙６は

学位申請する論文のジャーナルのＨＰ等にて、
著作権（copyright policy、self archiving、terms and conditions等）の内容を確認した結果

出版後、一定の
エンバーゴ期間が
経過すれば

カテゴリーB,Ｃの
論文

という結果の場合

別紙６は 別紙６は

リポジトリ登録による公表可能な学位論文が

別紙６は
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学位論文のバージョンがカテゴリーBの場合

カテゴリーAの
論文

という結果の場合

カテゴリーB,Ｃの
論文

という結果の場合

出版後、一定の
エンバーゴ期間が
経過すれば

カテゴリーAの
論文

という結果の場合

【全文の公表が可能】【要約の公表を希望】
+  事由
( = 公表不可）

【要約の公表を希望】
+  事由
( = 公表不可）

【全文の公表の保留を希望】
→学術ジャーナル等への掲載
→掲載予定
（平成 年 月 日予定)で
・・・まで公表することが
できない。

別紙６は

学位申請する論文のジャーナルのＨＰ等にて、
著作権（copyright policy、self archiving、terms and conditions等）の内容を確認した結果

出版後、一定の
エンバーゴ期間が
経過すれば

カテゴリーB,Ｃの
論文

という結果の場合別紙６は 別紙６は

別紙６は

カテゴリーCの
論文

という結果の場合

出版後、一定の
エンバーゴ期間が
経過すれば

カテゴリーＣの
論文

という結果の場合

別紙６は別紙６は

【要約の公表を希望】
+  事由
( = 公表不可）

【要約の公表を希望】
+  事由
( = 公表不可）

リポジトリ登録による公表可能な学位論文が
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学位論文のバージョンがカテゴリーCの場合

カテゴリーAの
論文

という結果の場合

カテゴリーB,Ｃの
論文

という結果の場合

出版後、一定の
エンバーゴ期間が
経過すれば

カテゴリーAの
論文

という結果の場合

【全文の公表が可能】【要約の公表を希望】
+  事由
( = 公表不可）

【全文の公表の保留を希望】
→学術ジャーナル等への掲載
→掲載済。
・・・まで公表することが
できない。

別紙６は

学位申請する論文のジャーナルのＨＰ等にて、
著作権（copyright policy、self archiving、terms and conditions等）の内容を確認した結果

出版後、一定の
エンバーゴ期間が
経過すれば

カテゴリーB,Ｃの
論文

という結果の場合別紙６は 別紙６は

別紙６は

カテゴリーCの
論文

という結果の場合

出版後、一定の
エンバーゴ期間が
経過すれば

カテゴリーＣの
論文

という結果の場合

別紙６は別紙６は

【要約の公表を希望】
+  事由
( = 公表不可）

【全文の公表が可能】 【全文の公表の保留を希望】
→学術ジャーナル等への掲載
→掲載済。
・・・まで公表することが
できない。

リポジトリ登録による公表可能な学位論文が
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別紙8

        ※申請当日の年月日
1 専攻名

2 分野名

3 氏名

4 学位論文

5 学位論文掲載誌はPubMedのMEDLINEに登録されていますか？（PMCのみはNoになります） Yes
Year

(注) PubMedのMEDLINEの登録有無はhttps://www.ncbi.nlm.nih.gov/nlmcatalog?term=currentlyindexed
　　 雑誌創刊年はhttp://www.ncbi.nlm.nih.gov/nlmcatalog/journalsで検索できます。

6 学位論文掲載誌はWeb of ScienceのSCIもしくはSCIEに登録されていますか？（ESCIはNoになります） Yes
Yesの場合、最新のインパクトファクターはいくつですか。 IF 3.203

Year
(注) Web of ScienceのSCIもしくはSCIEに登録された雑誌にはインパクトファクターが付きます。
     SCI,SCIEの登録有無はhttp://mjl.clarivate.com/cgi-bin/jrnlst/jlresults.cgi?PC=D&Alpha=Aで検索できます。
　　 雑誌創刊年はhttp://www.ncbi.nlm.nih.gov/nlmcatalog/journalsで検索できます。

7 学位申請者は単独の筆頭著者ですか？ Yes
Noの場合は、equal contributorsの貢献を具体的かつ詳細に記述してください。

8 No

指導教員（自著） 印

                             学位論文に関する情報開示                         記入例

学位申請者がこの研究に取り組み、主要なデータを採り、その研究成果をまとめて執筆した。

Tsurumai H, Brecks T, Craig J, Nadas AS. Significant association of urokinase  plasminogen
activator Pro141Leu with serum lipid profiles in a Japanese population. Gene Therapy ,2021
Feb;5(3):539–545.

総合医学専攻

●●●●●学

鶴舞　花子

2020年  11月  21日

（例）Silverman BK, Brecks T, Craig J, Nadas AS. Congestive failure in the newborn caused by
cerebral A-V fistula. Am J Dis Child, 1955; 89: 539–545. (全著者名,論文タイトル,雑誌詳細)

学位論文のcontributorsの開示欄に、学位申請者が、論文もしくは論文ドラフトを書いたことが明示され
ていますか？

Noの場合、もしくは、contributorsの開示がない場合、学位申請者が論文執筆にどのような貢献をしたか具
体的に記述してください。

Noの場合、雑誌創刊年はいつですか。コメントがある場合は以下の欄に記述してください。

Noの場合、雑誌創刊年はいつですか。コメントがある場合は以下の欄に記述してください。
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◆ MEDLINE における選定収録の確認 ◆ 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/nlmcatalog?term=currentlyindexed 

 

米国国立生物工学情報センター(NCBI)が運営する上記 WEB ページにて NLM Catalog 検索とする。 

 

”Journals currently indexed MEDLINE” を選択の上、currentlyindexed 欄に雑誌名を入力して検索。 
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https://www.ncbi.nlm.nih.gov/nlmcatalog?term=currentlyindexed


検索の結果、雑誌の詳細が表示される。 

「 Current Indexing Status : Currently indexed for MEDLINE. 」 

の表示があることを確認し、当該部分をマーキングしたものを学位申請書類とともに提出する。 

 

注意 PMC（旧 PubMed Central）は MEDLINE とは異なります。 

    PMC のみでは、医学系研究科博士学位申請論文として、原則認められません。 
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◆ Web of Science (SCI/SCIE) における選定収録の確認 ◆ 

https://mjl.clarivate.com/home

 

上のページにて「学位論文掲載雑誌名」を入力して検索する。 

 

 

学位論文掲載雑誌の詳細が表示される。 
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Web of Science について Science Citation Index または Science Citation Index Expanded の 

選定収録雑誌であることを確認する。 

当該部分をマーキングしたものを学位申請書類とともに提出する。 

 

SCI ： Science Citation Index 

SCIE ： Science Citation Index Expanded 

Science Citation Index または Science Citation Index Expanded の表示があれば、 

当該雑誌には IF（インパクトファクター）が付与されていますので、別紙８へ IF の数値も記入すること。 

 

注意 ESCI（Emerging Sources Citation Index）は、医学系研究科博士学位申請論文として、 

原則認められません。 
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